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水産物生産量の漁業と養殖業の構成比の推移
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中国の水産物生産量の世界シェアの推移
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中国の水産物生産量の推移
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日本の水産物生産量の推移
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我が国の水産物輸入数量は、13年をピークとして消費の低迷等を背景に減少しており、20年には数量ベースで277万トン
（対前年12万トン（4％）減）、金額ベースで1兆5,644億円（対前年728億円（4％）減）となりました。品目別にみると、輸入金
額が多いマグロ・カジキ類、エビの輸入数量及び金額が減少しています。主な輸入相手国は、数量、金額ともに中国が最
大であり、次いで米国、ロシアの順となっています。
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我が国は、昭和50年代までは魚粉や缶詰等の輸出を行っていましたが、マイワシ資源の低迷等により輸出が減少しまし
た。近年は、世界の水産物需要の増加等を背景に、我が国水産物の輸出が増加していましたが、20年にはサケ等の国
内生産量の減少や世界的経済の低迷、円高の影響を受けて6年ぶりに減少に転じました（数量で52万トン（対前年15％
減）、金額で2,086億円（対前年12％減））。主な輸出相手国としては、数量ではタイ、中国、韓国、金額では香港、米国、韓
国の順となっています。
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